
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第３０回日本保健福祉学会学術集会 
       健康に活かす   保健福祉の知 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時    2017 年９月 30 日（土）～10 月１日（日） 

会場    和歌山県ＪＡビル 

演題募集期間 5月 22 日（月）～8 月 1日（火） 

事前参加募集期間 7 月 1日（月）～9月 1 日（金） 

演題申込などの詳細は日本保健福祉学会のホームページをご確認ください。 

http://hwelfare.umin.jp/conference/ 

教育講演 血圧から見えてくるもの 宮井信行 
                                     和歌山県立医科大学保健看護学部 

       腰痛防止に役立つ知識と運動 浅田史成 
                                   大阪労災病院 治療就労両立支援センター 

特別講演 梅干しの効用 宇都宮洋才 

                                    和歌山県立医科大学中央研究機器施設 

 

主催：日本保健福祉学会 

【学会事務局】  〒641－0011 和歌山市三葛５８０番地 和歌山県立医科大学保健看護学部 

           ℡：073－446－6700 E-mail：30hokfuk@wakayama-med.ac.jp 

 



2017年度 

第３０回日本保健福祉学会学術集会（第三報） 

The 30th Annual Meeting of Japanese Society of Human Science of Health-Social Services 

 

 本学術大会も 30回を迎えました。今回「健康に活かす保健福祉の知」として普段測定し

ている血圧、普段食べている梅干、職業病のひとつでもある腰痛について取り上げてみまし

た。血圧測定で何が分かるのか、梅干にはどのような効用があるのか、また、腰痛解消や予

防にどのような方法が有効なのか、知っているようで知らない点について教育講演や特別講

演を企画しました。いずれの内容も明日から対象者の健康支援に活かせるような内容になっ

ています。 

和歌山は、古代万葉人が多くの短歌を残した、風光明媚な和歌の浦や、昨年開創 1200年

を迎え、今も人々の信仰を集めている高野山があり、自然に恵まれた癒しの地です。しか

し、大都市からの交通の便にはめぐまれていません。そこで本学術集会は 2日間に亘る企画

にいたしました。 

 

《学術集会概要》 

テーマ：健康に活かす保健福祉の知 

 

開催日時：2017年 9月 30 日（土）15:30－10月 1日（日）15:15(予定) 

 

場所：和歌山県 JAビル 〒640-8331 和歌山県和歌山市美園町 5-1-1 

電話：073-488-5641 ファックス：073-426-5320 

            http://www.wakayamaken-jabill.jp/ 

 

参加費： 

 大会参加費  会費：事前申込 2,000円 当日申込 3,000円 

        一般：事前申込 3,000円 当日申込 4,000円 

        学生：事前申込 2,000円 当日申込 3,000円 

        学生の場合は、当日受付において学生証の提示をお願いします。 

 懇親会    5000円 和歌山 JAビル内の信濃路 

 

《プログラム》 

2017年 9月 30日（土） 

 受付          14:00 

 教育講演           15:30-17:45 

○血圧から見えてくるもの 宮井信行 先生 

 （和歌山県立医科大学保健看護学部 教授） 

○腰痛防止に役立つ知識と運動 浅田史成 先生 

 （大阪労災病院 治療就労両立支援センター 主任理学療法士） 



10月 1日（日） 

 受付     9:00 

  一般演題発表（2会場）  9:30-12:00 

 総会    13:15-13:45 

  学術集会会長 挨拶 

  学会長 挨拶 

 特別講演   13:45-14:45 

○梅干しの効用 宇都宮洋才 先生 

 （和歌山県立医科大学中央研究機器施設 准教授） 

閉会式   15:00-15:15 

  優秀学会発表賞授賞式 

  次回学術集会大会長 挨拶 

 

《事前参加申し込みについて》 

１．事前参加登録申込書は、日本保健福祉学会 WEBページからダウンロードしてください。 

２．事前参加登録申込者は「第 30回学術集会事務局」（30hokfuk@wakayama-med.ac.jp）宛に

事前参加登録申込書を E-mailで送信してください。7月 3日（月）から受付します。 

３．事前参加申込みをされる方は 9 月 1 日（金）までに、下記の口座宛に電信払込または電

信振込により事前申込参加費（懇親会参加者は懇親会費を含む）を振り込んでください。

この振込によって、事前登録完了となります。後日、事前参加登録申込みメール宛に事

前登録完了確認通知を送信します。 

４．一旦振り込まれた参加費の払い戻しはいたしません。ご了承ください。 

５．ゆうちょ銀行からの振替・振込、他行からの振込は、各ゆうちょ銀行または窓口で指定

用紙を利用してください。手数料は自己負担をお願いします。 

 

 ＊ゆうちょ銀行から電信振替（口座あり）、電信払込（ゆうちょ銀行窓口で現金払込）の場

合 

  振込口座名称 日本保健福祉学会学術集会 

 【記号】１００８０【番号】５３３３８８７１ 

 

 ＊他金融機関からの振込の場合 

 【店名】００８【店番】００８【預金種目】普通貯金【口座番号】５３３３８８７ 

 

大会事務局・連絡先：〒641-0011 和歌山市三葛 580番地  

    和歌山県立医科大学 保健看護学部 

    学術集会会長  森岡 郁晴 

    事務局長    川村 小千代 

    TEL：073-446-6700 

    E-mail：30hokfuk@wakayama-med.ac.jp 



《一般演題発表の募集案内》 

 一般演題募集要項は日本保健福祉学会 WEBページからダウンロードしてください。 

1．一般演題発表者は、共同演者も含め正会員であることが必要です。正会員でない方は、入

会手続きをお願いします。 

２．発表申し込みは、8月 1日（火）（必着）までに一般演題申込書を第 30回日本保健福祉学

会集会事務局のメールアドレス（30hokfuk@wakayama-med.ac.jp）宛に E-mail で送付して

ください。 

３．発表申込者は、8月 1日（火）（必着）までに抄録原稿作成様式にて原稿を作成し、大会

事務局に E-mail添付ファイルで提出してください。提出にあたっては、抄録原稿作成要項

を参照してください。 

 ファイル形式は MS-Word とします。 

４．発表時間 15分（10分発表；5分質疑応答）を予定しています。 

５．一般演題発表は、日ごろの研究の成果発表の場です。大学院生を含め数多くの皆様の発

表をお待ちしております。 

６．発表された演題のうち特に優れた演題発表に対しては、優秀学会発表賞が与えられます。 

 ＊一般演題発表の申込者も事前参加登録が必要です。別途、お忘れなく手続きをしてくだ

さい。 

 

《宿泊ガイド》 

 宿泊は各自でご手配ください。 

 

 


